
議事１．（２） 令和２年７月豪雨災害概要 

令和２ 年 ８月 ２ ５ 日 
豪雨災害検証委員会 

資     料 



・大牟田市の被害状況及び対応について 
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• １日で７月の１ヶ月の降水量を超える降雨（約450mm：歴木中学校雨量計） 

 

• １５時から記録的な豪雨が発生し、100mm/h近い雨が約２時間以上継続 

• 観測史上最大の豪雨 

大牟田市における集中豪雨の状況（7月6日） 
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※ 大牟田市の７月の１ヶ月間の平均降水量 373.5mm（統計期間：1981～2010年） 気象庁ホームページより 
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※南筑後県土事務所（大牟田市部局）の降雨量の推移  出典：福岡県ホームページ 



福岡県大牟田市における被害状況（１） ※８月12日時点 

人的被害 死者２人、重傷者１人、軽傷者３人 

住家被害 
全壊（土砂災害） 
：３戸（上内、今山） 
 

道路被害 損壊：190箇所、埋没：11箇所（上内 他） 

橋りょう 損壊：３箇所（高田橋、板井橋、鼻崎橋） 

河川 溢水：12箇所、施設損壊：35箇所（手鎌南川（甘木）、船津新川（船津町）、白銀川 他） 

土砂災害 崖崩れ：102箇所、地すべり：４箇所（馬渡町、宮原町、四ヶ、倉永、上内、今山、教楽木 他） 

農林水産業 
※被害額（速報） 

            約12.8億円 

水田関係  市内ほぼ全域で冠水（一部の水田にて土砂流入） 
農業施設  ビニールハウス破損被害 ２件 
畜産関係  鶏舎冠水 １件（５棟） 
林務関係  三池山林道：普光寺上方山腹崩壊、その他の林道：複数箇所で道路や法面崩落 
        法面崩落 ： 稲荷山団地南側法面 他 
農道・水路  農道法面崩落 ： 大字上内椛地区 大字四ケ川床地区 他 
        農地土砂流入 ： 大字教楽来、大字上内釈迦堂地区 他 
        農地法面崩落 ： 大字上内芝尾地区 他 
ため池     堤体陥没 ： 大字今山谷ノ浦堤、 内側法面崩落 ： 大字橘セタクワズ堤 
水産関係  漂流ゴミ ： 河川からの漂流ゴミ（倒木等）多数、ノリ作業倉庫 ： 床下浸水１件 
        ノリ漁船 ： 流出２隻、転覆２隻、沈没１隻、漁船係留杭 ： 破損５本 
         
被災証明書の交付状況（７月７日～８月１２日） 
 証明書交付件数  １２件  
（内訳）甘木・橘地区 ３件、上内地区 ４件、天領町・みなと地区 １件、小浜町地区 １件、 
    その他３件（岩本２、今山１） 

避難者数（最大）          １，６９０人（７月６日２３時時点） 

  推計値（７月９日時点） 家屋被害調査結果 

床上浸水 1,079件 1,280件 
床下浸水 1,719件 788件 
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※引き続き、 

り災証明書申
請に基づく家
屋調査を実施 



福岡県大牟田市における被害状況（２） ※８月12日時点 

商工業被害 
※被害額（速報） 

         約36億円 

①商工業者の被害状況 

  商工業者の被害状況については、大牟田市地域活性化センター、大牟田商工会議所、福岡
県中小企業家同友会大牟田支部と協力して調査を進めている。 
 ■被害額等（８月１２日現在） 

  調査件数：535件   ※被害がなかった事業者を含む、聞き取り調査の総数（延べ） 
  被災件数：223件   ※調査件数のうち、被害があったことを把握できた事業者数 
  被害総額：約36億円 ※被災件数のうち、被害額まで把握できた177件の総額 
 ※調査件数や被災件数は、協力団体が会員事業者等に行った聞き取り調査及び事業者 
  説明会におけるアンケート調査の合計数であり、被災証明書の交付件数とは異なる。 
  
②被災証明書の交付状況（７月７日～８月１２日） 
証明書交付件数 356件 
 
■被災証明書を交付した事業者の分布 
  甘木・橘地区       １１件（甘木３、吉野２、橘５、白銀１） 
  田隈地区         ５８件（田隈３８、草木２０） 
  歴木・通町・白川地区  ５２件（歴木６、通町３、東新町１２、旭町１６、柿園町４、他１１） 
  健老・新栄町地区     ６５件（健老町５、大黒町１６、明治町１９、新栄町１７、他８） 
  小浜町地区           １２件（小浜町７、西浜田町１、新地町４） 
  天領町・みなと地区   １２４件（天領町１５、汐屋町２０、樋口町１６、姫島町６、上屋敷町１８ 
                    三川町８、加納町９、南船津町１６、他１６） 
  馬込・飯田地区       ６件（一部町３、馬込町１、神田町２） 
  その他            ２８件（岩本２、右京町３、萩尾町２、勝立３、他１８） 

 

 災害救助法の適用       7月7日12：00  災害救助法適用決定（※適用7月6日0：00から） 
 激甚災害の指定（見込み）  7月10日 内閣府（防災担当）より公表 
 特定非常災害の指定     7月14日 内閣府（防災担当）より通知 
 被災者生活再建支援法の適用  7月22日 福岡県より通知 
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状況 件数 

床上 １ 

床下 １２ 

上内地区 

甘木・橘地区 

健老・新栄町地区 

小浜町地区 

天領町地区 

みなと地区 

三池地区 

歴木・通町地区 

七浦・天道地区 

馬込、飯田地区 

教楽来地区 

 

状況 件数 

床上 １ 

床下 １０ 

被害合計 

 

状況 件数 

床上 １０ 

床下 ２０ 

 

状況 件数 

床上 ５ 

床下 ３０ 

 

状況 件数 

床上 ０ 

床下 ５０ 

 

状況 件数 

床上 ３０ 

床下 ５０ 

 

状況 件数 

床上 １，０００ 

床下 １，５００ 

 

状況 件数 

床上 ５ 

床下 １０ 

 

状況 件数 

床上 ２２ 

床下 ２６ 

 

状況 件数 

床上 ５ 

床下 １０ 

 

状況 件数 

床上 ０ 

床下 １ 

 

状況 被災件数 

床上浸水 １，０７９ 

床下浸水 １，７１９ 

令和２年７月６日からの大雨による浸水被害状況 

   道路冠水・家屋浸水 
   道路冠水のみ 

5 



 

6 

令和２年７月６日からの大雨による浸水状況（みなと校区周辺） 

みなと小学校付近  
浸水深度 １.５m 

７月６日 ２４時間累計雨量 
      ４２８.０mm 

       （南筑後県土事務所雨量計） 
 

みなと地区 
   床上浸水 １，０００件 
   床下浸水 １，５００件 

１階天井付近 
まで浸水 

三川ポンプ場 

床上浸水 ６２ha 

床下浸水 ７６ha 

１３８ha 
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公共土木施設災害箇所図 
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農地・農業用施設等災害箇所図 

・上内・四ケ・教楽来 
     農地146 施設127 計273箇所 
・その他の地区 
     農地21  施設27  計  48箇所 

 
 合計 農地167  施設154 

計321箇所(R2.7.31速報値) 
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国道３８９号線（三川地区）冠水 

みなと小学校（令和２年７月７日） 9 



工業専用地域（新開町）では道路・企業敷地が広範囲で冠水（令和２年７月７日） 

国道２０８号線（旭町）冠水 10 



護岸損傷（堂面川） 護岸損傷による田面の陥没（大字四ヶ） 

護岸損傷 
（大牟田川） 
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竹林崩壊（大字上内） 道路兼用護岸崩壊・陥没（大字岩本） 

農道路面崩落（大字教楽来） 土砂流入被害（普光寺川） 
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県道５号 大牟田南関線 県道１０号 南関大牟田北線 

宮原坑跡地東側の市道 市道上内宮崎線（オレンジロード） 13 



令和２年７月６日からの大雨に伴う緊急対応 
月日 時間 警報等 主な対応 

7月6日 

10:16 大雨警報（土砂災害）発表 
災害対策本部設置 
自主避難所（23か所）開設 

11:26 洪水警報発表 

13:40 土砂災害警戒情報発表 

13:48 大雨警報（浸水害）発表 

14:15 避難準備・高齢者等避難開始発令 

15:25 避難勧告発令 

16:30 大雨特別警報発表 避難指示（緊急）発令 

17:00 
避難所（８か所）を追加開設 
1か所冠水により閉鎖したため計30か所 

避難所（みなと小学校・三川地区公民館）孤立（約260人） 

7月7日 

4:30   自衛隊災害派遣要請 

7:45   みなと小学校・三川地区公民館救助開始 

11:30 
三川ポンプ場において国土交通省の排水ポンプ車設置・稼
働（最大３車両）、民間事業者による仮設ポンプ設置・稼働
（最大９台） 

11:40 大雨特別警報解除 

7月8日 

12:30 浸水解消 

13:10 土砂災害警戒情報解除 

13:45 大雨警報（土砂災害）解除 

※ 7月9日10時に避難者がいない避難所を一時閉鎖したものの、同日14時に再度開設。15日に１か所を除き閉鎖 
※ 消防、警察による三川地区の安否確認は、7月9日19時に終了 
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７月６日２３時時点の避難者数 

施設名 世帯 施設名 世帯 人 施設名 世帯 人 

三川地区公民館 0  149  玉川小学校 11  17  リフレスおおむた 17  38  

駛馬地区公民館 0  0  大正小学校 41  73  旧上官小学校 0  0  

勝立地区公民館 9  11  中友小学校 - 64  宮原中学校 18  37  

中央地区公民館 30  45  明治小学校 4  52  歴木中学校 17  39  

三池地区公民館 25  45  白川小学校 39  60  橘中学校 0  10  

吉野地区公民館 29  56  平原小学校 - 26  駛馬小学校 43  94  

手鎌地区公民館 72  131  高取小学校 11  16  市民体育館 0  80  

みなと小学校 45  72  羽山台小学校 42  77  三池高校 0  27  

天領小学校 121  216  銀水小学校 12  25  えるる - 100  

旧駛馬南小学校 20  34  上内小学校 1  1  第二清掃事務所 4  15  

天の原小学校 24  41  倉永小学校 18  39  合計 653 1,690 
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みなと校区における避難者の推移 

時刻 みなと小 
三川地区 

公民館 
市全体 

１６時 ０人 ０人 １１７人 

１７時 ９人 １５人 ３６９人 

１８時 ９人 １５人 ５０５人 

１９時 ３３人 １５人 ９６９人 

２０時 ５４人 １５人 １０６２人 

２１時 ６５人 １５人 １１２２人 

２２時 ７１人 １５人 １４３１人 

２３時 ７２人 １４９人 １６９０人 

２４時 ７６人 １５７人 １６１１人 

１時 ８５人 １５７人 １５６７人 

２時 ８５人 １５７人 １５７０人 

３時 ８５人 １５７人 １５６３人 
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応援機関による活動（８月12日時点） 

陸上自衛隊 

 避難所からの救出活動（7月7日 7:45～16:25） 
   ・みなと小学校    救出人数  150名  ・三川地区公民館  救出人数  110名 
   ・周辺地区       救出人数  112名   計372名 
 派遣部隊及び人員  計104名 

福岡県警察本部 
大牟田警察署 

 リエゾン派遣 7月6日～7日 ２日間 延２名 
   ・機動隊      救命ボート、水陸両用車等による救助活動、避難誘導活動 
   ・航空隊      ヘリコプターを活用した情報収集活動 
   ・自動車警ら隊 避難誘導活動、被災地警戒活動 
   ・交通部隊    信号点滅対策として交通規制、交通整理等 

福岡管区気象台  リエゾン派遣 7月6日～13日 ８日間 延15名 
    気象情報の提供及び気象情報活用に関する助言 

国土交通省 

 リエゾン派遣 7月6日～31日 26日間 延52名 
 排水ポンプ車、照明車の設置（7月7日～30日 24日間） 
    ・三川町ポンプ場、新開町への排水ポンプ車、照明車の設置及び排水活動 
    ・排水ポンプ車 延165台、照明車 延62台、職員 延60名 
 路面清掃及び側溝清掃活動  職員 延20名 
   ・路面清掃車（7月7日～9日、13日～18日 ９日間）                延９台 
   ・側溝清掃車（7月13日～17日、27日～30日 ９日間）               延９台 
   ・排水管清掃車（7月11日～17日、20日～22日、27日～30日 14日間）    延23台 
   ・散水車   （7月7日～9日、13日～18日 ９日間）                延９台 

 下水道被害調査 7月16日～17日 ２日間 延４名 
 資材提供  オイルフェンス（25ｍ×6本）、オイルマット（約3,300枚） 

福岡県 
 リエゾン派遣    7月6日～20日 15日間 延30名 
 保健師等の派遣  7月9日～27日 19日間 延106名  健康管理支援等 
 事務職員・農業土木職等の派遣 7月14日～8月12日 30日間 延769名 調査等 

他市町 
・県内15市19町 
・玉名郡長洲町 

 避難所従事     7月9日～15日 延106名      ●災害廃棄物仮置場従事 7月9日～29日 延59名 
 ゴミ収集業務従事 7月15日～31日 延208名      ●消毒作業業務     7月22日～8月7日 延44名 
 被災住宅等の被害調査  7月16日～8月2日 延260名 
 り災証明受付業務     7月21日～8月12日 延214名 
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・三川ポンプ場について 
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７月６日からの状況（１） 
日 時間 警報等 主な対応 

  
 
  
  
  
  
  
  

６日 
  
  
  
  
  
  
  
  

7:30 
 三川ポンプ場 エンジンポンプ３台稼働開始 
 以降、電動の水中ポンプ９台も降水量に応じて稼働 

10:16 大雨警報（土砂災害）発表 
災害対策本部設置 
自主避難所開設（23か所） 

11:26 洪水警報発表 

13:40 土砂災害警戒情報発表 

13:48 大雨警報（浸水害）発表   

14:15 
避難準備・高齢者等避難開始発令 
【三池、銀水、上内、吉野、倉永校区】 
指定避難所（23か所） 

14:30   
三川ポンプ場12台フル稼働開始（通常は降雨状況にあわせたポ

ンプ台数で運転） 
排水能力を超える大雨により浸水箇所が次第に拡大 

15:25 避難勧告発令【市内全域】 

16:30 大雨特別警報（土砂災害）発表 
避難指示（緊急）発令【市内全域】 
避難所（８か所）を追加。１か所（駛馬地区公民館）冠水により閉鎖

したため計30か所 

    避難所（みなと小学校・三川地区公民館）孤立（約260人） 

20:15   
三川ポンプ場内への浸水が進み、配電盤まで水が浸入し、ショー

トの危険性が高まり、水中ポンプの運転を停止せざるを得なくなっ
た 

20:30   
三川ポンプ場エンジンポンプを稼働するエンジンが浸水したため、

エンジンを停止せざるを得なくなった、その後、全ての設備が水没 

21:00   市災害対策本部より国土交通省へ排水ポンプ車の派遣を依頼。 
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日 時間 警報等 主な対応 

 ７日 

4:30   自衛隊災害派遣要請 

7:45   みなと小学校・三川地区公民館救助開始 

11:30   
三川ポンプ場において国土交通省の排水ポンプ車設置・稼働

（最大３車両） 
民間事業者による仮設ポンプ設置・稼働（最大９台） 

11:40 大雨特別警報（土砂災害）解除   

８日 

4:25 大雨警報（浸水害）、洪水警報解除   

12:30   浸水解消 

13:10 土砂災害警戒情報解除   

13:45 大雨警報（土砂災害）解除   

19:00   三川ポンプ場ポンプ２台応急復旧、その後順次応急復旧 

１０日 18:00   三川ポンプ場への浸水対策として、周囲に土のうを設置 

１２日 14:20   三川ポンプ場ポンプ全台応急復旧 

１３日 
17:00   

避難勧告発令【市内全域】 
避難所開設 

23:37 大雨警報（土砂災害）発表   

１４日 10:54 大雨警報（土砂災害）解除 避難準備・高齢者等避難開始【市内全域】に切替え 

１５日 13:00   
避難準備・高齢者等避難開始【市内全域】解除 
天領小学校を除く避難所を閉鎖 

１６日 17:00   三川ポンプ場に仮設ポンプ６台を設置し、排水機能の増強を図る 

７月６日からの状況（２） 
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三川ポンプ場の施設概要と計画 

将来計画                         
 将来の事業計画における排水区域は、現在の三川排水区域に早米来排水区域
を加えた区域を全体の排水区域とし、排水機能は、毎分１,４９４ ㎥の排水能力
を備える計画としています。また、事業の開始には、現在建設中の白川ポンプ場が完
成する令和２年度以降に、三川ポンプ場を含む市内のポンプ場全体の事業計画を
策定し、取り組むこととしていました。 

施設概要                         
 昭和38年    三川地区の浸水緩和のため供用開始(エンジンポンプ３台) 

 昭和56年頃  水中ポンプの増設２台                        

 平成2～13年 幹線水路の整備を実施 

 平成4年      水中ポンプの増設７台    現在のポンプ状況  合計12台 

 

 

 

 

 

エンジンポンプ 口径１０００ｍｍ × ２台 
         口径 ８００ｍｍ  × １台 
水中ポンプ   口径 ６００ｍｍ  × ２台 
          口径 ５００ｍｍ  × ７台 
排水能力   ６４５㎥／分 
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• まず、応急的な措置として、浸水を防ぐために設置した土のうに
代わる、コンクリートブロックなどの構造物に変更する措置に着手
しました。さらに、配電盤等の電気設備を高い位置に配置する
などの対策にも着手しています。 

• また、今後の台風など不測の大雨に対応するため、応急復旧し
た既存ポンプ１２台に加え、仮設の水中ポンプを６台増設し、
毎分約４８㎥の排水能力を更に確保し、既存の排水能力の
増強を図るとともに、国土交通省からの排水ポンプ車の支援につ
いても、気象情報に基づく市からの要請に直ちに対応できるよう
調整を図っています。 

•  次に、三川ポンプ場の復旧に向け、災害復旧に関する調整を
国・県及び関係機関と行っており、国の災害査定を経た後にポ
ンプ場の復旧事業に着手する予定です。 

現在の取組みについて 
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三川ポンプ場平面図 
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三川ポンプ場 

エンジンポンプ（１～３号） 

24 



電動水中ポンプ（１～２号） 電動水中ポンプ（３～９号） 
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７月６日の三川ポンプ場内（エンジンポンプ室）の状況 

当日の様子 

７月６日１４時３０分からエンジンポンプ３台、電動水中ポンプ
９台全てを稼働させ排水を行っていましたが、配電盤への水
の侵入により２０時１５分に電動水中ポンプ９台、エンジンの
浸水により２０時３０分にエンジンポンプ３台の稼働を停止せ
ざるを得なくなりました 

現在の様子 
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配電盤 
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７月６日の三川ポンプ場運転日報（1/4） 

降雨量（mm/h） 

ポンプ起動停止時刻 
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７月６日の三川ポンプ場運転日報（2/4） 

降雨量（mm/h） 

ポンプ運転時間 
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７月６日の三川ポンプ場運転日報（3/4） 

降雨量（mm/h） 

ポンプ起動停止時刻 
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７月６日の三川ポンプ場運転日報（4/4） 

降雨量（mm/h） 

ポンプ運転時間 
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７月６日の三川ポンプ場の消費電力量 
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